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論文内容要旨
 血栓形成の初期反応である血小板粘着は血小板機能のなかでも最も重要なものの1つであり,
 invltroにおける粘着能測定に関しても,これまでに種々の方法が報告されてきた。しかし,
 各方法の結果は必ずしも一致したものではなく,測定法自体にもなお種々の問題が残されている。
 著者はHenemの考案によるglassbeadsfUter法に改良を加え,測定条件の基礎
 的吟味と疾患別変動並びに影響因子に関して検討を試みたので,ここに報告する。
q貝 ■
し
' 定 法
 22G注射針付きの5磁ポリエチレン注射器で,抗凝固剤を用いずに,肘静脈より正確に5彪
 採血し,うち1認を前値としてEDTA-2K2昭入りの試験管に分け,残りの4諺を直ちに
 fllterに接続する。注射器内の血液は,正確に10秒間に1認ずつfilterを通過し(自動
 濾過器を考案),EDTA-2K5πg入り'の試験管に受けとられる。温度は室温(20～25℃)。
 filter通過前後の血小板数を測定し,下式に従って血小板粘着能を算出する。
 A-BA:濾過前の血小板数
 血小板粘着能嵩×100%
 AB二濾過後の血小板数
 測定条件に関する基礎的検討
 filter通過時間を短縮すると粘着能は低下し,血液1磁/5sec.では全てが30%以下に
 集中した。通過前後での凝固因子の差は認められなかった(1翅/10secの場合)。また,
 通過前後では血小板以外の血液成分には差は認められなかった。測定に用いる血液量を2,3,
 4認と変えると,この範囲では粘着能は血液量に比例した。これは粘着能にひき続いて凝集反応
 も起っているためで,走査電顕によっても確かめられた。以上から,4諺の血液を40秒間に通
 過させる妥当性が得られ,次の結果が観察された。
結果
 ①本法は操作が簡便で,条件を一定にでき,極めて良好な再現性が得られた。131名の正常値
 は53.70%士15.9.1で男女差.は有意ではない。吾国で従来行われている田中法とはr-0.50
 の良好な相関を示した。
 ②本法は血小板数と良好な相関を示したが(r=0・668),Htの影響は認められなかった。
 ③日内変動は認められなかったが,測定時の温度は影響を与え,4℃と37℃では37℃における
 粘着能が有意に亢進を示した。女性は月経時には低く,妊娠・産褥時には亢進を示した。
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 ④各種疾患の粘着能について検討したとこ・ろ,血液疾患では再生不良性貧血(鵬一14・8%)
 ITP(11.4%),急性白血病(15.6%),骨髄線維症(15.0%)並びに溶血性貧血
 (17.3%)で著明な低下が,真性多血症および原発性血小板血症(29.3%)で軽度の低下が
 認められたが,慢性白血病(47.9%),骨髄腫(60.2%)では著変なく,血友病ではむしろ
 亢進(76.4%)を示した。その他の疾患では動脈硬化性疾患(74.6勉),糖尿病(74.4%)
 甲状腺機能亢進症(74.2%)で亢進傾向が,甲状腺機能低下症(31.6%),パンチ病
 (30.0%)で低下傾向が認められたが,慢性腎炎(45.2%)には著変が認められなかった。
 尚,Prednisolone服用者(74.2鰯)には亢進傾向が,Dipyridamole服用者には低下
 傾向(30.9%)が認められた。
 ⑤血小板粘着能はADPによって著明に,STH,sucrose,glucose,燐脂質によって軽
 度に亢進し,酸,クエン酸ナトリウム,EDTK-2K,heparin,ATP,dipyrldamole,
 papaverine-HGl,MDS,estrogen,中性脂肪により低下する。甲状腺ホルモン,黄体
 ホルモンは粘着能を亢進させる可能性のあることが示唆された。尚,コレステロール,fructose・
 血中fibrinogenによる影響は認められなかった。
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 審査結果の要旨
 血小板の機能については,血液凝固系における多様な,しかも重要な働きが知られているばか
 りでなく・,流体力学上,血液粘度に関与し,動脈硬化の成因にさえ関係があると言われている。
 血小板の機能を測定する指標として血小板粘着能の測定が行なわれているが,手技,方法が一定
 せず,信頼度の高い測定方法はなかった。著者は,先づ測定法を検討し,最も安定した測定条件
 を確定した。また,その測定法を用いて種々の臨床病態を分析した。
 GIassbeadfilter通過法を,血流1諺/10secの速度で4諺流す方法が最も再現性
 の高い結果を得る。温度は20～25℃が最適である。pH,日内変動,性周期,その他の影響
 も検討を加えた。
 かくて得た標準法で測定すると,再性不良性貧血,急性白血病,骨髄線維症,溶血性貧血で粘
 着能は著明に低下していた。これらの病態における血小板機能不全の重要さがうかがわれる。血
 小板粘着能はADPによって著明に,TSH,Sucrose,Glucose,燐脂質によって軽度に
 亢進し,これらと動脈硬化症との間の関係を示唆した。Fibrinogenは影響しなかった。
 本研究は極めて基礎的な問題を着実に検討し,血液疾患や循環器疾患の理解に幾多の貢献をし
 ている。学位に該当すると認める。
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